都道府県立図書館による、学校・学校図書館への支援実態調査へのご協力のお願い
所要時間は30分〜40分程度程度です。回答中に適宜休息を取りながら、何卒ご回答のほど、よろしくお願いいたします。
PCでの記入を希望する場合は、小野研究室ホームページ上にも同内容の電子ファイルが配布されていますので、そちらをご利用ください。なお、印刷し、同封の封筒にて郵送で返送していただきますようよろしくお願いいたします。
筑波大学春日エリア 小野研究室 ホームページ：https://onolis.info/recruit
ご回答につきましては可能であれば2026年11月30日までを目途にご対応いただけますと幸いです。なお、この期間以降でも受領いたしますので、ご都合のつく範囲でご協力のほどよろしくお願い申し上げます。
なお、本研究では、ご回答の内容を踏まえ、今後インタビュー調査を実施させていただく可能性がございます。その際には改めて依頼のご連絡を差し上げますので、何卒ご検討のほどよろしくお願い申し上げます。
研究概要
本研究では、公立図書館、特に県立図書館に注目して学校図書館との連携事例を調査します。本研究によって、探究学習や学校での教育活動に活用できる「学習リソース」がどのように共有されているのか、学校図書館と公立図書館は探究学習への支援にどのように関与しているのかを明らかにします。
本研究の成果は、卒業論文としてまとめるとともに、学内発表会でスライドを用いて口頭発表いたします。また、学会・研究会等での発表や学術雑誌への論文投稿により、研究成果を対外公表することがあります。これらに同意していただける場合、本アンケートへの回答をお願いいたします。
プライバシーの保護・倫理的配慮について
アンケートの記入を途中で取りやめることも可能です。また、回答できない／したくない項目がある場合には、回答しないことができます。その場合は「回答拒否」の旨を回答欄に記載するようお願いいたします。
また、一度アンケートにご回答いただいた後でも内容を撤回することができます。その場合は下記の調査実施者、責任者までご連絡ください。
問い合わせ
調査実施者：	筑波大学　情報学群　知識情報・図書館学類 
情報資源経営主専攻　4年　板倉将通
研究室連絡先：	茨城県つくば市春日1-2 筑波大学筑波キャンパス春日エリア　7B240 
 (e-mail) 	s2312547@u.tsukuba.ac.jp 
研究代表者・指導教員：	筑波大学図書館情報メディア系　助教 小野永貴 
(電話番号)029-859-1025　　　　　　 (e-mail)milkya@slis.tsukuba.ac.jp  
 ＊この調査は、筑波大学図書館情報メディア系倫理審査委員会の承認を得て実施しています。（承認番号26―159）  

 貴館および回答者様の基本情報　【全員ご回答をお願いいたします】

図書館名
［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
記入者
［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
記入者の役職名（任意）
［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
アンケートの集計結果の送付を希望しますか？
［はい（メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）／いいえ］
＊本調査で得られた回答を集計し，その結果をご協力いただいた皆様にアンケート結果をメールにてお返しすることができます。集計結果の閲覧をご希望の方は，上記にて「はい」とご回答ください。

本アンケートにおける「学校」とは、学校図書館法上の学校である小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校および特別支援学校を指します。

質問1-1
貴館は県内の学校または学校図書館に対して、資料提供、研修、相談、探究学習支援その他の支援を行っていますか？
☐はい（質問1-2へお進みください）　☐いいえ（質問3-1にお進みください）

質問1-2
対象の学校は次のうちどれですか？（複数回答可）
※義務教育学校の前期課程は小学校に含めます。後期課程は中学校に含めます。
☐市町村立小学校　☐市町村立中学校　☐市町村立高等学校
☐県立小学校　☐県立中学校　☐県立高等学校
☐国立小学校　☐国立中学校　☐国立高等学校
☐私立小学校　☐私立中学校　☐私立高等学校
☐中等教育学校　☐特別支援学校
☐その他（自由記述）




質問1-3
支援の実施方法を選択してください。（複数回答可）
☐学校教員からの依頼で直接実施している
☐学校図書館からの依頼で直接実施している
☐貴館からの働きかけで直接実施している
☐市町村立図書館を通じて間接的に実施している
☐教育委員会等を通じて間接的に実施している
☐その他（自由記述）






質問1-4
貴館が行っている支援の内容は次のうちどれに当てはまりますか？（複数回答可）
--教職員・児童生徒に対する支援--
☐教員への教材研究支援　　　　 ☐学校司書・司書教諭等を対象とする研修
☐教員を対象とする研修　　　　 ☐読み聞かせ・ブックトーク等の読書活動支援　
☐講習会※1（児童生徒に向けて）☐見学（職場体験など）

--資料提供・学校図書館運営に関する支援--
☐セット本※2貸出　　　　　 　☐学校図書館運営相談※3
☐資料リスト・パスファインダーの作成・提供
☐電子書籍・データベース等のデジタル資料の提供
☐学校間・図書館間の相互貸借や資料搬送（除くセット本）
☐教職員からのレファレンス対応
☐児童生徒からのレファレンス対応

※1：図書館を使った調べ方講習、インターネットでの調べ方講習など
※2：都道府県立図書館側が設定したテーマごとにまとめた本のセットのこと
※3：例えば学校図書館の環境整備、排架・除籍についての相談など学校図書館そのものの運営についての相談。巡回相談を含む。


質問1-5
質問1-4以外で行っている支援の内容があれば記述してください。（探究学習への支援については質問2-1でお聞きします）
【自由記述】






質問2-1
現在、学校で行われている探究学習には様々な形態があります。貴館の支援サービスは次のうち、どの形態の支援を対象としていますか？（複数回答可）
☐国語科、社会科、理科授業などで、教員が資料を用意して行われる調べもの学習
☐児童生徒が自ら調査したいことを設定し、資料を集める学習
☐総合的な学習の時間、総合的な探究の時間で実施される学習
☐部活動、委員会、個人的な研究の一環で行う学習
☐教員が探究テーマを設定し、児童生徒が調査したり資料を集めたりする学習

質問2-2
貴館は探究学習への支援を行っていますか？
☐はい（質問2-3へお進みください）　☐いいえ（質問3-1にお進みください）

質問2-3
質問1-4で選択した支援のうち、探究学習での利用を想定して実施しているものを選択してください。（複数回答可）
--教職員・児童生徒に対する支援--
☐教員への教材研究支援　　　☐学校司書・司書教諭等を対象とする研修
☐教員を対象とする研修　　　☐読み聞かせ・ブックトーク等の読書活動支援　
☐講習会（児童生徒に向けて）☐見学（職場体験など）

--資料提供・学校図書館運営に関する支援--
☐セット本貸出　　　　　　　☐学校図書館運営相談
☐資料リスト・パスファインダーの作成・提供
☐電子書籍・データベース等のデジタル資料の提供
☐学校間・図書館間の相互貸借や資料搬送（除くセット本）
☐教職員からのレファレンス対応
☐児童生徒からのレファレンス対応


質問2-4
質問2-3以外で行っている支援の内容があれば記述してください。
【自由記述】






質問3-1
今後、貴館では学校・学校図書館に対する支援について、どのような方針を予定していますか。差し支えなければ、その予定または方針の概要について記述してください。なお、現在支援を実施していない場合は、「拡充」を「新たな実施」と読み替えて回答してください。（探究学習については3-2でお聞きします）
☐拡充する予定がある　☐拡充を検討している　☐現状を維持する予定である
☐縮小・終了する予定である　☐現時点では検討していない　☐未定
【記述】






質問3-2
今後、貴館では探究学習への支援について、どのような方針を予定していますか。差し支えなければ、その予定または方針の概要について記述してください。なお、現在支援を実施していない場合は、「拡充」を「新たな実施」と読み替えて回答してください。
☐拡充する予定がある　☐拡充を検討している　☐現状を維持する予定である
☐縮小・終了する予定である　☐現時点では検討していない　☐未定
【記述】





アンケートは以上となります。ご協力ありがとうございました。
本アンケートは同封の封筒にて郵送でご返送いただきますよう、何卒よろしくお願いいたします。

調査依頼及び同意書
 
研究名：都道府県立図書館から学校・学校図書館への探究学習支援に関する研究
 
研究概要（研究目的・研究方法） 
日本の学校教育では探究的な学習（探究学習）が導入されています。（本研究では探究的な学習のうち、児童生徒が自ら課題設定・調査研究・解決する活動を指します。）特に高校生の探究学習では理工系分野や地域研究など幅広く展開されています。この潮流の中、教員は、探究学習支援で高度なレファレンス職務を学校図書館職員に対して望んでいることがわかっています。しかし、学校図書館・学校の規模的な限界、人員の不足によって学校内のみでの探究学習支援は難しく、学校外からの支援が求められています。この具体的な支援例として「学校図書館－公立図書館の連携」が挙げられます。これまで、読書教育に注目した研究は行われてきた一方で、探究学習に注目して、学校図書館と公立図書館の連携がどのように行われているのかの調査は十分に研究されていません。
本研究では、公立図書館、特に県立図書館に注目して学校図書館との連携事例を調査します。本研究によって、探究学習や学校での教育活動に活用できる「学習リソース」がどのように共有されているのか、学校図書館と公立図書館は探究学習への支援にどのように関与しているのかを明らかにします。

インタビューの実施方法に関して 
実施時間は1時間程度を予定しています。回答中には適宜休息を取ることができます。実施形式は、ご要望に応じて対面形式、オンライン形式のいずれかで行います。対面で行う場合は研究対象者の希望に応じてマスクの着用を行うほか、インタビュー前後の手指の消毒など、感染症対策には十分配慮いたします。申し出ていただければいつでもインタビューを中断し、適宜休憩時間を設けます。インタビュー内容は録画もしくは録音し、分析のために逐語録を作成することがあります。 
インタビュー中、回答できない/したくない質問項目があった場合、回答を拒否することが可能です。また、参加を途中で取り止めることもできます。これらによって不利益を被ることはなく、録音途中のデータは破棄します。インタビュー実施後でも、成果発表前であれば、いつでも参加を取りやめることができます。その場合、次頁の連絡先にご連絡くだされば、音声・動画ファイル及び逐語録のファイルをすぐに破棄します。 
 
個人情報の保護について 
本研究の成果は、卒業論文としてまとめるとともに、学内発表会でスライドを用いて口頭発表いたします。また、学会・研究会等での発表や学術雑誌への論文投稿により、研究成果を対外公表することがあります。論文や発表では、お名前等の個人を特定可能な情報は、個人が特定できないように匿名化して表記します。また、図書館名は併せて匿名化しますが、インタビューで得られた内容から論文の読者が実質的に推定できる可能性があります。
音声・動画のデータ及び逐語録のファイルはパスワードをかけて保存し、成果公表の10年後に破棄いたします。匿名化した表記と個人名を結びつけるリストを別途記録しますが、同様に成果公表の10年後に破棄いたします。 
それらのファイルが保存されたPCと外部記憶装置はパスワードロックし、鍵のかかる部屋の中で保管いたします。分析の過程で、筑波大学もしくは研究室として契約するオンラインストレージ（Microsoft Teams/SharePointもしくはOneDrive for Business）へ一次的に保存することがありますが、調査実施者のみが操作できるよう保護の設定を施しております。 
　また、謝礼のお支払いのため、別途個人情報の提出をお願いする場合がありますが、当該情報は謝礼のお支払いのためだけに使用し、研究には使用いたしません。また当該情報は支払い完了後に速やかに破棄いたします。
 
 
調査実施者：	筑波大学　情報学群　知識情報・図書館学類 
情報資源経営主専攻　4年　板倉将通
研究室連絡先：	茨城県つくば市春日1-2 
筑波大学筑波キャンパス春日エリア　7B240 
 (e-mail) s2312547@u.tsukuba.ac.jp 
研究代表者・指導教員：	筑波大学図書館情報メディア系　助教 小野永貴 
(電話番号)029-859-1025 
(e-mail)milkya@slis.tsukuba.ac.jp  
 
＊この調査は、筑波大学図書館情報メディア系倫理審査委員会の承認を得て実施しています。（承認番号26―159） 

 
  
 

 
同意書 
 
私は、「都道府県立図書館から学校・学校図書館への探究学習支援に関する研究」について以上の事項について説明を受けました。研究の目的、方法等について理解し、インタビュー内容の録音・録画を承諾したうえで研究に参加いたします。 
　
 
ご氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 
日付：　　　　　年　　月　　日 
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